（様式３）
一般社団法人日本口腔衛生学会　認定歯科衛生士専門審査申請単位数明細
  申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　                                                          　　　　　　　　年　　月　　日現在
	種 　別
	内　　　　容
	単　位　小　計
	最少必要単位及び上限
	証明資料No.

	 認定歯科衛生士専門審査制度規則第8条 (3) ならびに同施行細則第5条
 (保健活動あるいは臨床経験)
	 (1)歯科保健活動経験
　　a. 2年以上、地域の行政へ委員として参加
　　b. 2年以上、歯科衛生士会の役員, 委員として参加
　　c. 2年以上、市町村・事業所などの歯科保健活動に参加
　　d. 2年以上、歯科保健行政または企業・組合などの健康管理部門に常勤
 (2)口腔保健管理に関連する臨床経験（2年以上の継続管理症例など）
 (3)歯科大学（大学歯学部）, 歯科衛生士養成機関などでの教育指導
	 10単位
 10単位
 10単位            計   　　単位
 15単位（この場合a～cは算定除外）

5単位×　　　　症例＝
常勤　5単位×　年　　　　＝
非常勤2単位×  年×　科目＝
	合計で10単位以上

合計
     　単位
	

	 認定歯科衛生士専門審査制度規則第8条 (4) ならびに同施行細則第6条
（研修会, 学会,大学院生, その他の研修への参加）
	 (1)研修会などでの研修修了者
　　a. 一般社団法人日本口腔衛生学会主催の認定研修会
　　b. 一般社団法人日本口腔衛生学会または一般社団法人日本口腔衛生学会関連の学会や研究会（旧・地方会）など,日本歯科衛生士会および日本歯科衛生学会が主催する口腔衛生学（口腔保健学）に関連する研修会
　　c. 委員会認定の口腔衛生学（口腔保健学）に関連する学術研修会

　　d.歯科大学または歯科衛生士養成機関の口腔衛生学（口腔保健学）に関する講座あるいは委員会が認定する研究機関・研究会に定期的継続的に参加
　　　ⅰ大学院生

　　　ⅱ月１回以上の定期的研修を２年以上継続

　　　ⅲ国立保健医療科学院の研修課程を修了
 (2)学会会員としての学会参加
　　a. 一般社団法人日本口腔衛生学会（一般社団法人日本口腔衛生学会関連の学会や研究会など（旧・地方会）を含む）
    b. 日本歯科医学会総会および日本歯科衛生学会学術大会
　　c. 委員会認定の口腔衛生学（口腔保健学）関連の国際学会
　　d. その他委員会認定の口腔衛生学（口腔保健学）関連の学会 
	       10単位×　　＝
        4単位×　　＝
 2単位×　　＝
１年間10単位×　　年＝
１年間 5単位×　　年＝

5単位×　　＝
        5単位×　　＝
4単位×　　＝

        4単位×　　＝

        2単位×　　＝
	研修参加5単位以上

学会参加5単位以上
合計で15単位以上

合計

    　 単位
	

	 認定歯科衛生士専門審査制度規則第8条 (5) ならびに同施行細則第7条
 (研究論文, 研究発表,著書, 総説など）
	 (1)研究論文, 症例報告等を雑誌に発表した者
　　a. 筆頭著者
　　b. 筆頭以外の共著者
 (2)委員会の認定した総説（分担執筆を含む）, 啓発・解説書を公表した者
　　a. 単独執筆または筆頭著者
　　b. 共同執筆で筆頭著者以外の者
 (3) 一般社団法人日本口腔衛生学会（一般社団法人日本口腔衛生学会関連の学会や研究会など（旧・地方会）を含む）および日本歯科衛生学会学術大会で会員として発表した者
　　a. 発表者
    b. 共同報告者

（4）一般社団法人日本口腔衛生学会が行う歯科衛生士研究活動支援事業に申請しサポーティングメンバーの指導のもとで研究活動を遂行中で、かつ、上記(1)から(3)のいずれかを満たす者
	　　　10単位×　　編＝
       5単位×　　編＝
　　10単位×　　論文＝
  　   5単位×　　論文＝
  1発表5単位×　　回＝
  1発表2単位×　　回＝

　　 　5単位×　　＝


	合計で2単位以上

合計
       単位
	

	単　位　総　合　計 ＝　３５単位　以上
	総合計               　　　　　単位


